
観

事業 ・東吉野村交流事

光

業
　　市内外催事出演

係

　23回 　　東吉野村訪問　　28人 　　刈谷市来訪　　　25人 　　東吉野村訪問　　28人
・東吉野村交流事業
　　刈谷市来訪　　　19人

　ゆかりの市町や他市でのイベントにおいて、刈谷市のブースを出展し、魅力をＰＲできた。

成果
　市内外のイベント等において、刈谷城盛上げ隊の出演により刈谷市の魅力をＰＲできた。

　刈谷城盛上げ隊を運営することで歴史文化の啓発に努めた。また、活動拠点を歴史博物館とし歴史文化の啓発の一翼を

担えた。

　現在の刈谷城盛上げ隊の運用方策が、他に類似事例が無いため、費用検証が難しい。

課題

指標名称（単位）
実績値 目標値

５年度 ６年度 ７年度 ８年度 １０年度

活動 ＰＲブース出展、刈谷城盛上げ隊出演回数（回） 38 38 38 37 38
指標
成果 刈谷の歴史に興味を持っている市民の割合（％） ― 31.7 ― 33.7 35.7
指標

　本市の魅力に合わせた独自の取組であるため、他市と比較できない。
他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
５年度 ６年度 ７年度 ８年度 ７年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 6,073 6,781 6,603 7,364 合計 6,603,483 円
旅費 362,280 円

財
　
源

Ｄ

特定財源 0 3 0 3 需用

　

費 345,977 円

　

役務費 257,026

　

 円

一般財源 6,07

Ｏ

3 6,778 6,60

　

3 7,361 委託料 5

　

,638,200 円

∧

職員人件費　② 3,8

　

36 3,982 3,8

　

86 3,979

総事業

実

費（①＋②） 9,90

　

9 10,763 10,

　

489 11,343

建

施

設
事
業

全体事業費（単

　

位：千円） 0 ７年度特

　

定財源名称

７年度まで

∨

の累積事業費 0

９年度以降の事業費見込 0

令和８

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　

年

Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画

度

　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　

（

要

総合計画
分野 教育文

令

化

基本施策 歴史・文化

和

・観光交流
施策体系

施

７

策の内容 歴史文化の普

年

及・啓発・活用

目
　
　

度

　
的

　刈谷が持つ地域

評

資源の魅力を市内外へ

価

発信

主
た
る
内
容

○歴史

）

文化ＰＲブースの出展

刈

し、住みたい、住み続

谷

けたい、訪れてみたい

市

　市内外のイベント等

事

で刈谷の歴史文化を紹

務

まちを目指し、定住人

事

口の増加へつなげる。

業

　介するＰＲブースを

評

出展する。
○刈谷城盛

価

上げ隊の運営
　市内外

シ

のイベント等へ参加出

ー

演する刈谷城
　盛上げ

ト

隊を運営する。
○東吉

（

野村交流事業
　刈谷市

様

民と東吉野村民が天誅

式

組に関する史
　跡等を

１

相互に訪問する。

位
置

）

づ
け

関連計画 第2次刈

会

谷市文化振興基本計画

計

中間改訂版、第3次刈

名

谷市観光推進基本計画

担

根拠法令

対象者 対象者

当

を限定せず 事業期間 平

部

成２５年度 ～

実施方法

市

■直営　■委託　□指

民

定管理　□補助・助成

活

　□その他

動部

一般会計
刈谷

Ｂ
　
事

の

　
業
　
実
　
績

５年度実

魅

績 ６年度実績 ７年度実

力

績 ８年度計画

・水野家

発

ゆかりのまち交流 ・水

信

野家ゆかりのまち交流

事

・水野家ゆかりのまち

業

交流 ・水野家ゆかりの

担

まち交流
　　ブース出

当

展　　　 3回 　　ブ

課

ース出展　　　 3回

文

　　ブース出展　　　

化

 3回 　　ブース出展

観

　　　 2回
・あいち

光

戦国絵巻ｉｎ江戸 ・刈

課

谷城盛上げ隊 ・刈谷城

款

盛上げ隊 ・刈谷城盛上

項

げ隊
　　ブース出展　

目

　　 1回 　　歴史博

担

物館出演　12回 　　

当

歴史博物館出演　12

係

回 　　歴史博物館出演

文

　12回
・刈谷城盛上

化

げ隊 　　市内外催事出

振

演　23回 　　市内外

興

催事出演　23回 　　

係

市内外催事出演　23

2

回
　　歴史博物館出演

1

　12回 ・東吉野村交

2

流事業 ・東吉野村交流



光係

Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　歴史文化

令

を啓発することで、市

和

民に郷土の歴史文化に

８

誇
・法的業務

普通
りを

年

持ってもらい、地域の

度

活性化を図る一助とす

（

る。
必要性 ・市民ニー

令

ズ、社会需要 　また、

和

盛上げ隊を活用して地

７

域資源のＰＲを推進す

年

るこ
・市民生活上必要

度

である　など とで、武

評

将観光を推進する県と

価

一体的に事業に取り組

）

めて
いる。
　盛上げ隊

刈

については事業を委託

谷

することで職員の負担

市

・
・コストの節減、費

事

用対効果
普通

コストを

務

節減しつつ、効果を高

事

めることができた。ま

業

た、
効率性 ・執行体制

評

の効率性 隊員にボラン

価

ティアを採用すること

シ

でコストを抑えつつ、

ー

・手段の最適性　など

ト

幅広い人材を確保する

（

ことができた。

　事業

様

を通じて、総合計画に

式

ある「歴史・文化資源

２

をいか
・市が主体とな

）

って実施する
高い

した

会

にぎわいづくり」に応

計

えることができる。
妥

名

当性 　べき事業である

担

か 　また、歴史文化を

当

軸とした他市町との多

部

面的な交流促進
・総合

市

計画との整合性　など

民

の観点からも、市が主

活

体的に実施するべきで

動

ある。

　イベントにお

部

いて、市職員が直接刈

一

谷市についてのＰＲ

施

般

策への ・施策への貢献

会

度
高い

を行うとともに

計

、甲冑を着用した存在

刈

感の強い武将隊が演
・

谷

目標達成度 武等を披露

の

しながら刈谷の魅力を

魅

発信できるので、訴求

力

力
貢献度 ・市民サービ

発

スへの効果　など など

信

が高く、施策への貢献

事

度は高い。

今後の方向

業

性 □拡充　■現状維持

担

　□改善・効率化　□

当

縮小　□終期設定　□

課

休止・廃止

歴史文化的

文

な刈谷の魅力を発信す

化

るため、継続して事業

観

を行う。

光課

款

Ｃ

項

 
　
Ｈ
 
　
Ｅ
 
　
Ｃ
 

目

　
Ｋ
 
　
∧
　
評
　
価
　

担

∨

当係 文化振興係

2 1 2 観



運営 　　イルミネーション ・観光案内所運営
・観光案内所運営

　補助金を交付することにより、観光協会が行う刈谷の魅力向上や情報の発信に寄与した。

成果

　市と観光協会の役割分担を明確化する必要がある。

課題

指標名称（単位）
実績値 目標値

５年度 ６年度 ７年度 ８年度 １０年度

成果 主催・共催事業来場者数等（人） 298,000 230,000 276,000 220,000 250,000
指標

指標
　観光協会が主催・共催する催事数が多く、また、催事規模も大きいことから、近隣市町と比較して補助金

他市との 額が突出して高くなっている。【参考】安城市：14,000千円、碧南市：500千円、東浦町：2,000千円
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
５年度 ６年度 ７年度 ８年度 ７年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 125,252 124,224 129,368 118,924 合計 129,368,000 円
負担金、補助及び

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 交付金 129,368,000 円

一般財源 125,252 124,224 129,368 118,924

職

Ｄ

員人件費　② 2,31

　

7 2,867 2,56

　

3 2,709

総事業費

　

（①＋②） 127,5

Ｏ

69 127,091 1

　

31,931 121,

　

633

建
設
事
業

全体事

∧

業費（単位：千円） 0

　

７年度特定財源名称

７

　

年度までの累積事業費

実

0

９年度以降の事業費

　

見込 0

　
施
　
　
∨

令和

Ｐ
　

８

　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧

年

　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事
　

度

業
　
概
　
要

総合計画
分

（

野 教育文化

基本施策 歴

令

史・文化・観光交流
施

和

策体系
施策の内容 観光

７

交流の推進

目
　
　
　
的

年

　民間団体が実施する

度

観光振興のための活動

評

主
た
る
内
容

〇刈谷市観

価

光協会が行う観光事業

）

等に要する
を支援する

刈

ことで、市民サービス

谷

の向上及び 　経費の補

市

助
市の活性化を図る。

事

位
置
づ
け

関連計画 第3

務

次刈谷市観光推進基本

事

計画

根拠法令

対象者 刈

業

谷市観光協会 事業期間

評

平成１０年度 ～

実施方

価

法 □直営　□委託　□

シ

指定管理　■補助・助

ー

成　□その他

ト （様式１）

会計

Ｂ
　

名

事
　
業
　
実
　
績

５年度

担

実績 ６年度実績 ７年度

当

実績 ８年度計画

・主催

部

、共催等事業 ・主催、

市

共催等事業 ・主催、共

民

催等事業 ・主催、共催

活

等事業
　　桜まつり、

動

大名行列・山 　　桜ま

部

つり、西三河フォー 　

一

　桜まつり、大名行列

般

・山 　　桜まつり、西

会

三河フォー
　　車祭、

計

西三河フォーク　 　　

観

クジャンボリー、万燈

光

祭､　　車祭、西三河

協

フォーク 　　クジャン

会

ボリー、万燈祭､
　　

補

ジャンボリー、万燈祭

助

､ 　　わんさか祭り、

事

刈谷アニ     ジャ

業

ンボリー、万燈祭､ 　

担

　わんさか祭り、刈谷

当

アニ
　　わんさか祭り

課

、刈谷アニ 　　メｃｏ

文

ｌｌｅｃｔｉｏｎ､　

化

　わんさか祭り、刈谷

観

アニ 　　メｃｏｌｌｅ

光

ｃｔｉｏｎ､
　　メｃ

課

ｏｌｌｅｃｔｉｏｎ､

款

　　野田雨乞笠おどり

項

、刈谷 　　メｃｏｌｌ

目

ｅｃｔｉｏｎ､　　野

担

田雨乞笠おどり、刈谷

当

　　野田雨乞笠おどり

係

、刈谷 　　駅周辺かり

観

やストリート 　　野田

光

雨乞笠おどり、刈谷 　

係

　駅周辺かりやストリ

7

ート
　　駅イルミネー

1

ション 　　イルミネー

2

ション 　　駅周辺かりやストリート 　　イルミネーション
・観光案内所運営 ・観光案内所



Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　本市の観光振興を図る

令

ためには、市内業者や

和

団体と連携
・法的業務

８

普通
を密にして推進す

年

る必要がある。観光協

度

会は市内主要業者
必要

（

性 ・市民ニーズ、社会

令

需要 等で構成されてお

和

り、その目的も総合的

７

な観光振興による
・市

年

民生活上必要である　

度

など まちづくりへの寄

評

与とあるため、公益性

価

も高いと判断して
いる

）

ことから本事業は必要

刈

である。
　観光事業は

谷

時代潮流に合わせた対

市

応が求められる分野で

事

・コストの節減、費用

務

対効果
普通

あるため、

事

行政が実施するよりも

業

効率的な対応が可能と

評

な
効率性 ・執行体制の

価

効率性 っている。また

シ

、観光協会は様々な団

ー

体から構成されてい
・

ト

手段の最適性　など る

（

ため、各種団体との連

様

携が必要な場合に協力

式

等が得られ
やすい。
　

２

当該団体の補助対象事

）

業は、一定の公平性及

会

び公益性が
・市が主体

計

となって実施する
高い

名

担保されていることか

担

ら、その事業に対する

当

補助金の交付
妥当性 　

部

べき事業であるか は適

市

正と考えている。また

民

、総合計画及び観光推

活

進基本計
・総合計画と

動

の整合性　など 画にも

部

当該団体との連携が示

一

されていることから妥

般

当性は
高いと判断して

会

いる。
　総合計画及び

計

観光推進基本計画に観

観

光協会との連携は明

施

光

策への ・施策への貢献

協

度
高い

記されている。

会

また、当該団体の補助

補

対象事業は、本市が
・

助

目標達成度 目指す観光

事

交流に寄与している現

業

状からも施策への貢献

担

度
貢献度 ・市民サービ

当

スへの効果　など は高

課

い。

今後の方向性 □拡

文

充　□現状維持　■改

化

善・効率化　□縮小　

観

□終期設定　□休止・

光

廃止

　市と観光協会の

課

役割が明文化されてい

款

ないことから、今後は

項

、それぞれの役割の明

目

確化のため、国や県、

担

他市町の
事例等を参考

当

に調査研究するととも

係

に、適宜、市の観光振

観

興との整合性を考慮し

光

つつ補助対象事業の内

係

容検証に努め
る必要が

7

ある。

1 2

Ｃ
 
　
Ｈ
 
　
Ｅ
 
　
Ｃ
 
　
Ｋ
 
　
∧
　
評
　
価
　
∨



7 1

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス

2

　
ト

単位：千円
５年度 ６年度 ７年度 ８年度 ７年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 9,800 9,800 12,940 10,000 合計 12,940,000 円
委託料 12,940,000 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0

一般財源 9,800 9,800 12,940 10,000

職員人件費　② 2,317 2,405 2,894 2,963

総事業費（①＋②） 12,117 12,205 15,834 12,963

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ７年度特定財源名称

７年度までの累積事業費 0

９年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和８

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　

年

Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画

度

　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　

（

要

総合計画
分野 教育文

令

化

基本施策 歴史・文化

和

・観光交流
施策体系

施

７

策の内容 観光交流の推

年

進

目
　
　
　
的

　わんさ

度

か祭りの魅力向上を目

評

指すとともに

主
た
る
内

価

容

〇花火の打ち上げに

）

要する経費
観光の振興

刈

を図る。

位
置
づ
け

関連

谷

計画 第3次刈谷市観光

市

推進基本計画

根拠法令

事

対象者 対象者を限定せ

務

ず 事業期間 ～

実施方法

事

□直営　■委託　□指

業

定管理　□補助・助成

評

　□その他

価シート （様式１

Ｂ
　
事

）

　
業
　
実
　
績

５年度実

会

績 ６年度実績 ７年度実

計

績 ８年度計画

・わんさ

名

か祭り花火大会 ・わん

担

さか祭り花火大会 ・わ

当

んさか祭り花火大会・

部

   ・わんさか祭り

市

花火大会
　　開催日　

民

8月19日 　　開催日

活

　8月17日   市制

動

施行75周年ドローン

部

　　開催予定日　8月

一

15日
  ショー
　　

般

開催日　8月16日

　

会

花火を打ち上げること

計

で、市内で開催される

わ

イベントの中で最も集

ん

客力を持つイベントと

さ

なり、市外からも多く

か

の人が

成果
集まる知名

祭

度が高い催事となって

り

いる。

　会場内外での

花

花火観覧場所の確保や

火

会場周辺での交通渋滞

打

、迷惑駐車が課題とな

ち

っている。

課題

指標名

上

称（単位）
実績値 目標

げ

値

５年度 ６年度 ７年度

事

８年度 １０年度

活動 わ

業

んさか祭り来場者数（

担

人） 105,000 7

当

8,000 88,00

課

0 50,000 80,

文

000
指標
活動
指標

　

化

近隣では、岡崎市、豊

観

田市、碧南市（半田市

光

及び武豊町と共催）、

課

西尾市、みよし市等で

款

花火大会を実施
他市と

項

の している。
比較検証

目 担当係 観光係



1 2

Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　本事業は

令

市最大級のイベントで

和

あり、観光推進基本計

８

画
・法的業務

高い
にお

年

いて、刈谷らしい魅力

度

の磨け上げ・ブランド

（

化を推進
必要性 ・市民

令

ニーズ、社会需要 する

和

観光資源として重要な

７

役割を担っている。市

年

民や事業
・市民生活上

度

必要である　など 者、

評

関係団体が一体となっ

価

て創り上げており、観

）

光振興に
不可欠な取り

刈

組みである。
　刈谷市

谷

観光協会との共同主催

市

であり、観光協会側に

事

おい
・コストの節減、

務

費用対効果
高い

て花火

事

協賛を企業等へ依頼し

業

、経費の大半を協賛金

評

で賄っ
効率性 ・執行体

価

制の効率性 ているため

シ

、市予算の節減に大き

ー

く寄与している。
・手

ト

段の最適性　など

　来

（

場者の安全確保や交通

様

対策、関係機関との調

式

整などに
・市が主体と

２

なって実施する
普通

つ

）

いては市の関与が不可

会

欠であり、市が主体と

計

なって行う
妥当性 　べ

名

き事業であるか べき事

担

業である。
・総合計画

当

との整合性　など

　市

部

内外から多くの来場者

市

を集めるイベントとし

民

て、誘客

施策への ・施

活

策への貢献度
高い

推進

動

及び市の認知度向上を

部

図っており、にぎわい

一

創出の効
・目標達成度

般

果が高い。また、市民

会

、事業者及び関係団体

計

が連携して実
貢献度 ・

わ

市民サービスへの効果

ん

　など 施する事業であ

さ

り、刈谷に関わる人自

か

ら地域の魅力を発信
す

祭

る機会の創出や観光ま

り

ちづくりの推進に寄与

花

している。

今後の方向

火

性 □拡充　■現状維持

打

　□改善・効率化　□

ち

縮小　□終期設定　□

上

休止・廃止

　引き続き

げ

、関係団体と連携しな

事

がら現行の実施体制を

業

維持する。また、社会

担

情勢や来場者ニーズの

当

変化、コスト増
加への

課

対応を踏まえ、必要に

文

応じて運営手法の見直

化

しを図る。

観光課

款

Ｃ
 
　
Ｈ
 
　
Ｅ
 
　
Ｃ

項

 
　
Ｋ
 
　
∧
　
評
　
価

目

　
∨

担当係 観光係

7



係

　後継者育成など団体

7

の自立を促すことで協

1

賛金の確保などの自主

2

財源を確保し、各催事等の運営が可能となるよう指導

していく必要がある。
課題

指標名称（単位）
実績値 目標値

５年度 ６年度 ７年度 ８年度 １０年度

成果 刈谷の歴史に興味を持っている市民の割合（％） ― 31.7 ― 33.7 35.7
指標
活動
指標

　近隣市における同様の祭事支援額としては、突出して高い。
他市との 【参考】西尾市：三河一色大提灯まつり2,268千円、鳥羽の火祭り577千円
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
５年度 ６年度 ７年度 ８年度 ７年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 10,159 5,261 10,519 5,262 合計 10,519,300 円
負担金、補助及び

財
　
源

特定財源 300 300 300 300 交付金 10,519,300 円

一般財源 9,859 4,961 10,219 4,962

職員人件費　② 537 757 827 762

総事業費（①＋②） 10,696 6,018 11,346 6,024

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ７年度特定財源名称

７年度までの累積事業費 0 地域創造助成金

９年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和８

Ｐ
　
　
Ｌ
　

年

　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　

度

画
　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概

（

　
要

総合計画
分野 教育

令

文化

基本施策 歴史・文

和

化・観光交流
施策体系

７

施策の内容 観光交流の

年

推進

目
　
　
　
的

　各種

度

保存団体が開催する歴

評

史文化行事に対

主
た
る

価

内
容

〇各種保存団体が

）

主催する行事に要する

刈

経費
して補助すること

谷

で、伝統文化の保存、

市

継承 　の補助
及び観光

事

の振興による地域活性

務

化を図る。

位
置
づ
け

関

事

連計画 第3次刈谷市観

業

光推進基本計画

根拠法

評

令

対象者 各保存会 事業

価

期間 ～

実施方法 □直営

シ

　□委託　□指定管理

ー

　■補助・助成　□そ

ト

の他

（様式１）

会計名

Ｂ
　
事
　
業
　

担

実
　
績

５年度実績 ６年

当

度実績 ７年度実績 ８年

部

度計画

・大名行列・山

市

車祭　 ・万燈祭 ・大名

民

行列・山車祭　 ・万燈

活

祭
　　開催日　　　　

動

 5月5日 　　開催日

部

   7月27日・2

一

8日 　　開催日　 　

般

　　5月5日 　　開催

会

予定日
    来場者

計

数　   33,00

歴

0人 　　来場者数　　

史

　73,000人   

文

  来場者数　   

化

28,000人 　　　

観

　　　　7月25日・

光

26日
・万燈祭 ・野田

行

雨乞笠おどり ・万燈祭

事

・野田雨乞笠おどり
　

等

　開催日　7月29日

開

・30日 　　開催日　

催

　　　 8月25日 　

補

　開催日　7月26日

助

・27日 　　開催予定

事

日　    8月23

業

日
　　来場者数　　 

担

77,000人 　　来

当

場者数　　　　 60

課

0人 　　来場者数　　

文

 75,000人
・野

化

田雨乞笠おどり ・野田

観

雨乞笠おどり
　　開催

光

日　　　　8月27日

課

　　開催日　    

款

  8月24日
　　来

項

場者数　　　　600

目

人 　　来場者数　　　

担

  600人

　補助金

当

を交付することで、文

係

化の保存継承と観光客

観

の来場による賑わいの

光

創出に寄与した。

成果



7 1 2

Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　担い手

令

や支援者の減少により

和

、祭りが衰退傾向にあ

８

るた
・法的業務

高い
め

年

、祭り開催を支援する

度

ことは、伝統文化の保

（

存継承と後
必要性 ・市

令

民ニーズ、社会需要 継

和

者育成といった面で必

７

要性が高い。
・市民生

年

活上必要である　など

度

　本事業の目的達成の

評

ための支援規模が適正

価

であるか、各
・コスト

）

の節減、費用対効果
普

刈

通
保存会の補助金の支

谷

出内容を精査する必要

市

がある。
効率性 ・執行

事

体制の効率性
・手段の

務

最適性　など

　市及び

事

県の無形民俗文化財に

業

指定されている祭りの

評

保存
・市が主体となっ

価

て実施する
普通

継承の

シ

ための補助は必要であ

ー

る。
妥当性 　べき事業

ト

であるか
・総合計画と

（

の整合性　など

　大名

様

行列・山車祭及び万燈

式

祭、野田雨乞笠おどり

２

は刈谷

施策への ・施策

）

への貢献度
高い

市の伝

会

統的な祭りであり､当

計

該祭りの開催支援は、

名

総合計画
・目標達成度

担

等にも示されている。

当

また、祭りが継続する

部

ことで、歴史
貢献度 ・

市

市民サービスへの効果

民

　など 的資源として活

活

用できる｡

今後の方向

動

性 □拡充　■現状維持

部

　□改善・効率化　□

一

縮小　□終期設定　□

般

休止・廃止

　今後は、

会

協賛金などの自主財源

計

のさらなる確保による

歴

資金面での自立を促す

史

など、各保存会の育成

文

に努める必要が
ある。

化観光行

Ｃ
 
　
Ｈ
 

事

　
Ｅ
 
　
Ｃ
 
　
Ｋ
 
　

等

∧
　
評
　
価
　
∨

開催補助事業
担当課 文化観光課

款 項 目 担当係 観光係



5

な団体もあり、新規会

1

員の確保が課題である。

課題

指標名称（単位）
実績値 目標値

５年度 ６年度 ７年度 ８年度 １０年度

成果 刈谷文化協会及び刈谷音楽協会のイベントの参加者 7,639 7,199 9,098 7,700 7,800
指標 数等（人）

指標
　文化協会について、刈谷市は195万円を補助。近隣市では碧南市：175万5千円、安城市：200万円、知立市

他市との ：335万円、岡崎市：140万6千円を補助している。
比較検証 　音楽協会について、近隣市で音楽協会へ補助をしている事例が無いため、比較できない。

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
５年度 ６年度 ７年度 ８年度 ７年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 2,750 2,750 4,363 2,750 合計 4,363,000 円
負担金、補助及び

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 交付金 4,363,000 円

一般財源 2,750 2,750 4,363 2,750

職員人件費　② 1,535 1,593 2,109 1,693

総事業費（①＋②） 4,285 4,343 6,472 4,443

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ７年度特定財源名称

７年度までの累積事業費 0

９年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和８

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ

年

　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　

度

∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

（

総合計画
分野 教育文化

令

基本施策 歴史・文化・

和

観光交流
施策体系

施策

７

の内容 文化芸術による

年

魅力づくり

目
　
　
　
的

度

　様々な文化創造活動

評

を行う刈谷文化協会や

価

主
た
る
内
容

○刈谷文化

）

協会の事業及び運営に

刈

対する補助
刈谷音楽協

谷

会を支援し、文化創造

市

活動の活性 ○刈谷音楽

事

協会の事業に対する補

務

助
化を図る。

位
置
づ
け

事

関連計画 第2次刈谷市

業

文化振興基本計画中間

評

改定版

根拠法令 刈谷市

価

補助金等交付規則、刈

シ

谷文化協会育成事業補

ー

助金交付基準、音楽振

ト

興活動補助金交付要領

（

対象者 刈谷文化協会、

様

刈谷音楽協会 事業期間

式

平成３０年度 ～

実施方

１

法 □直営　□委託　□

）

指定管理　■補助・助

会

成　□その他

計名 担当部 市民活

Ｂ
　

動

事
　
業
　
実
　
績

５年度

部

実績 ６年度実績 ７年度

一

実績 ８年度計画

・刈谷

般

文化協会への団体補助

会

・刈谷文化協会への団

計

体補助 ・刈谷文化協会

文

への団体補助 ・刈谷文

化

化協会への団体補助
・

芸

刈谷音楽協会実施事業

術

に対 ・刈谷音楽協会実

団

施事業に対 ・刈谷音楽

体

協会実施事業に対 ・刈

育

谷音楽協会実施事業に

成

対
　する補助 　する補

事

助 　する補助 　する補

業

助
・市制施行75周年

担

事業に対す
　る補助
・

当

愛知県文化協会連合会

課

西三
　河部芸能大会開

文

催に対する
　補助

　刈

化

谷文化協会への団体補

観

助と刈谷音楽協会実施

光

事業に対する補助によ

課

り、文化芸術活動への

款

支援を行った。　

成果

項

　刈谷文化協会が主催

目

する市民文化祭を支援

担

したことにより、多く

当

の市民が文化芸術に触

係

れる機会を提供するこ

文

とができ

た。

　刈谷市

化

制施行75周年記念事

振

業として、イベント開

興

催数を増加した事に伴

係

い参加者数も大幅に増

1

加した。

　高齢化に伴

0

う会員数の減少が顕著



1

Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　様々な文化

令

創造活動を行う刈谷文

和

化協会や刈谷音楽協会

８

・法的業務
普通

を支援

年

することは、本市の文

度

化振興を図るためには

（

必要で
必要性 ・市民ニ

令

ーズ、社会需要 ある。

和

・市民生活上必要であ

７

る　など

　刈谷文化協

年

会は、文化振興指導員

度

が事務局を務めており

評

､
・コストの節減、費

価

用対効果
普通

事業運営

）

や経理など適正に行わ

刈

れている。
効率性 ・執

谷

行体制の効率性
・手段

市

の最適性　など

　市民

事

が文化芸術に触れる機

務

会を提供する刈谷文化

事

協会及
・市が主体とな

業

って実施する
普通

び刈

評

谷音楽協会を支援する

価

ことは妥当である。
妥

シ

当性 　べき事業である

ー

か
・総合計画との整合

ト

性　など

　市民が文化

（

芸術に触れる機会を提

様

供することで、本市の

式

施策への ・施策への貢

２

献度
高い

文化振興に寄

）

与することができた。

会

・目標達成度
貢献度 ・

計

市民サービスへの効果

名

　など

今後の方向性 □

担

拡充　■現状維持　□

当

改善・効率化　□縮小

部

　□終期設定　□休止

市

・廃止

　刈谷文化協会

民

や刈谷音楽協会を支援

活

することは、本市の文

動

化振興を図るためには

部

必要であるため、引き

一

続き支援を
継続する。

般会計
文

Ｃ
 
　
Ｈ
 

化

　
Ｅ
 
　
Ｃ
 
　
Ｋ
 
　

芸

∧
　
評
　
価
　
∨

術団体育成事業
担当課 文化観光課

款 項 目 担当係 文化振興係
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興係

10 5 1

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
５年度 ６年度 ７年度 ８年度 ７年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 0 0 2,039 0 合計 2,038,549 円
負担金、補助及び

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 交付金 2,038,549 円

一般財源 0 0 2,039 0

職員人件費　② 0 0 289 0

総事業費（①＋②） 0 0 2,328 0

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ７年度特定財源名称

７年度までの累積事業費 0

９年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和８

Ｐ
　
　

年

Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　

度

計
　
画
　
∨

Ａ
　
事
　
業

（

　
概
　
要

総合計画
分野

令

教育文化

基本施策 歴史

和

・文化・観光交流
施策

７

体系
施策の内容 文化芸

年

術による魅力づくり

目

度

　
　
　
的

　市民による

評

舞台芸術作品の創造を

価

支援する

主
た
る
内
容

○

）

市制施行75周年を記

刈

念した、公募による合

谷

ことにより、市民の文

市

化芸術に親しむ機会の

事

　唱団と市民を中心と

務

したオーケストラによ

事

充実を図る。 　る第九

業

交響曲演奏会の開催に

評

対する補助

位
置
づ
け

関

価

連計画 第2次刈谷市文

シ

化振興基本計画中間改

ー

定版

根拠法令 刈谷市補

ト

助金等交付規則、第九

（

交響曲演奏会開催補助

様

金交付要領

対象者 刈谷

式

第九実行委員会 事業期

１

間 令和７年度 ～ 令和７

）

年度

実施方法 □直営　

会

□委託　□指定管理　

計

■補助・助成　□その

名

他

担当部 市民活動部

Ｂ
　
事
　
業
　
実

一

　
績

５年度実績 ６年度

般

実績 ７年度実績 ８年度

会

計画

　 　 第九交響曲演

計

奏会の開催に対 　
　 　

第

する補助 　
　 　 ・開催

九

日　3月8日 　
　 　 ・

交

会場　　総合文化セン

響

ター 　
　　　――――

曲

――― 　　　――――

演

――― 　　　――――

奏

―――

　第九交響曲演

会

奏会の開催に対する補

開

助により、市民による

催

舞台芸術作品の創造に

補

対する支援を行った。

助

成果
　1,300名を

事

超える来場者があり、

業

多くの市民が文化芸術

担

に触れる機会を提供す

当

ることができた。

　

課

課

題

指標名称（単位）
実

文

績値 目標値

５年度 ６年

化

度 ７年度 ８年度 １０年

観

度

成果 入場者数（人）

光

― ― 1,378 ― ―
指

課

標
成果 出演者数（人）

款

― ― 315 ― ―
指標

　

項

岡崎市では令和8年1

目

2月に市制110周年

担

記念の第九交響曲演奏

当

会を予定しており、合

係

唱団を募集している。

文

他市との
比較検証

化振



係

10 5 1

Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理由

　市

令

民による舞台芸術作品

和

の創造を支援すること

８

により、
・法的業務

高

年

い
市民の文化芸術に親

度

しむ機会の充実を図る

（

ことができた。
必要性

令

・市民ニーズ、社会需

和

要 また、市制施行の周

７

年記念事業として、節

年

目の年を市民と
・市民

度

生活上必要である　な

評

ど ともに祝うことがで

価

きた。

　第九演奏会の

）

開催に対して補助を行

刈

い、第九実行委員会
・

谷

コストの節減、費用対

市

効果
普通

との共催とす

事

ることで、職員の負担

務

・コストを節減しつつ

事

効率性 ・執行体制の効

業

率性 、効果を高めるこ

評

とができた。また、市

価

民の参加意識をよ
・手

シ

段の最適性　など り高

ー

めることができた。

　

ト

市制施行の周年記念事

（

業としてふさわしい市

様

民が主体的
・市が主体

式

となって実施する
高い

２

に参加する文化芸術事

）

業であり、総合計画に

会

ある「年齢を
妥当性 　

計

べき事業であるか 問わ

名

ず誰もが文化芸術に親

担

しむことで、生きがい

当

を持ち心
・総合計画と

部

の整合性　など 豊かな

市

生活を送っています」

民

というめざす姿にも一

活

致する
。
　公募による

動

合唱団やオーケストラ

部

などの市民による舞台

一

施策への ・施策への貢

般

献度
高い

芸術作品の創

会

造を支援し、また1,

計

300人を超える来場

第

者に音
・目標達成度 楽

九

に触れる機会を与える

交

ことができ、施策への

響

貢献度は高
貢献度 ・市

曲

民サービスへの効果　

演

など い。

今後の方向性

奏

□拡充　■現状維持　

会

□改善・効率化　□縮

開

小　□終期設定　□休

催

止・廃止

　市制施行の

補

周年記念事業として、

助

継続して事業を行う。

事業
担当

Ｃ
 
　
Ｈ
 

課

　
Ｅ
 
　
Ｃ
 
　
Ｋ
 
　

文

∧
　
評
　
価
　
∨

化観光課

款 項 目 担当係 文化振興



1

伐採
・調査報告書の刊

0

行 ・カキツバタ遺伝子

5

調査 ・調査報告書の刊

2

行
・池周辺看板設置 

歴

      2基

　除

史

草作業には地元「小堤

博

西池のカキツバタを守

物

る会」のほか、企業ボ

館

ランティアをはじめ多くのボランティアの参加が

成果
あり、実施できた。

　雨水量減少及び池の湧水量減少の影響を受け、時期によっては水量が少ない時がある。

　外来種などの影響により、池及び東側丘陵地の環境が変化しつつあり、動植物の種類が減少しつつある。
課題

　

指標名称（単位）
実績値 目標値

５年度 ６年度 ７年度 ８年度 １０年度

活動 ボランティア参加数（人） 297 312 232 320 340
指標
成果 見学者数（人） 5,828 5,968 6,324 6,500 7,000
指標

　知立市「八橋かきつばた園」来場者数　95,000人（4～5月）
他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
５年度 ６年度 ７年度 ８年度 ７年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 9,045 8,312 8,911 13,862 合計 8,910,691 円
報償費 234,500 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 10 旅費 1,600 円
需用費 102,462 円

一般財源 9,045 8,312 8,911 13,852 委託料 8,253,129 円
工事請負費 319,000 円

職員人件費　② 4,450 4,619 4,837 4,953

総事業費（①＋②） 13,495 12,931 1

Ｄ

3,748 18,81

　

5

建
設
事
業

全体事業費

　

（単位：千円） 0 ７年

　

度特定財源名称

７年度

Ｏ

までの累積事業費 0

９

　

年度以降の事業費見込

　

0

∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和８年

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ

度

　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　

（

事
　
業
　
概
　
要

総合計

令

画
分野 教育文化

基本施

和

策 歴史・文化・観光交

７

流
施策体系

施策の内容

年

文化財の保護・伝承

目

度

　
　
　
的

　国指定天然

評

記念物である小堤西池

価

のカキツ

主
た
る
内
容

○

）

保存対策調査委員会に

刈

よる植生調査・遺伝
バ

谷

タ群落の保護増殖を図

市

るため、調査を含め 　

事

子調査・保護対策
た各

務

種保護対策を実施し、

事

植生を適切な状態 ○調

業

査委員会の指導に基づ

評

く小堤西池の水質
に保

価

つ。 　水位の継続調査

シ

          

ー

          

ト

          

（

        ○カ

様

キツバタ保護増殖のた

式

めの池や東側丘陵
　地

１

の除草や清掃等
○カキ

）

ツバタ開花時期におけ

会

る警備や駐車場
　案内

計

等

位
置
づ
け

関連計画 小

名

堤西池カキツバタ群落

担

保存活用計画、第2次

当

刈谷市文化振興基本計

部

画中間改定版

根拠法令

市

文化財保護法

対象者 対

民

象者を限定せず 事業期

活

間 ～

実施方法 ■直営　

動

■委託　□指定管理　

部

□補助・助成　■その

一

他

般会計
国指定文化

Ｂ
　
事
　
業
　
実

財

　
績

５年度実績 ６年度

保

実績 ７年度実績 ８年度

護

計画

・保存対策調査委

増

員会の開催 ・保存対策

殖

調査委員会の開催 ・保

事

存対策調査委員会の開

業

催 ・保存対策調査委員

担

会の開催
　　　　　　

当

　　　　　 2回 　　

課

　　　　　　　　　 

文

3回 　　　　　　　　

化

　　　 2回 　　　　

観

　　　　　　　 2回

光

・水質調査 ・水質調査

課

・水質調査 ・水質調査

款

・水位調査 ・水位調査

項

・水位調査 ・水位調査

目

・除草、清掃作業　　

担

 6日間 ・除草、清掃

当

作業　　 6日間 ・除

係

草、清掃作業　　 5

文

日間 ・除草、清掃作業

化

　　 7日間
・丘陵地

振

の樹木伐採 ・丘陵地の

興

樹木伐採 ・丘陵地の樹

係

木伐採 ・丘陵地の樹木



0

∨

5 2 歴史博物館

Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価の理

令

由

　文化財保護法にお

和

いて、国指定天然記念

８

物の保護は法的
・法的

年

業務
高い

業務である。

度

必要性 ・市民ニーズ、

（

社会需要 　また、カキ

令

ツバタは刈谷市の花で

和

市民にも馴染みが深い

７

・市民生活上必要であ

年

る　など ことから、保

度

護増殖を図る必要があ

評

る。

　地元有志による

価

守る会に日常管理を委

）

託する体制を取っ
・コ

刈

ストの節減、費用対効

谷

果
普通

ており、直営で

市

実施するよりもコスト

事

が節減でき、継続的
効

務

率性 ・執行体制の効率

事

性 かつ効果的な保護活

業

動が可能である。市民

評

協働の点からも
・手段

価

の最適性　など 最適な

シ

手段である。

　国指定

ー

の文化財であるので、

ト

国、県との調整が必要

（

であ
・市が主体となっ

様

て実施する
高い

るとと

式

もに、調査委員会、守

２

る会との連携も必要で

）

あるた
妥当性 　べき事

会

業であるか め、市が主

計

体となって実施すべき

名

事業である。また総合

担

計
・総合計画との整合

当

性　など 画でも、カキ

部

ツバタ群落の保存を掲

市

げており、本事業の実

民

施は妥当である。
　開

活

花時期にはメディアに

動

も取り上げられ、市の

部

魅力発信

施策への ・施

一

策への貢献度
普通

に繋

般

がっている。また、地

会

元の守る会をはじめと

計

する市民
・目標達成度

国

の保護への意識も向上

指

している。
貢献度 ・市

定

民サービスへの効果　

文

など

今後の方向性 □拡

化

充　■現状維持　□改

財

善・効率化　□縮小　

保

□終期設定　□休止・

護

廃止

　保存対策調査委

増

員会による調査・研究

殖

の成果をカキツバタ群

事

落の保護対策に反映す

業

るとともに、地域住民

担

によって
組織される守

当

る会及びボランティア

課

と一体となって保護事

文

業を継続する。
　市内

化

唯一の国指定天然記念

観

物の保護・増殖を図る

光

ため、自然環境の維持

課

保全の重要性を今後も

款

継続して啓発する。
　

項

池の水源確保や外来種

目

の増加に対して、保存

担

対策調査委員会や守る

当

会と対策を協議し、必

係

要な調査を継続的に実

文

施
する。

化振興

Ｃ

係

 
　
Ｈ
 
　
Ｅ
 
　
Ｃ
 

1

　
Ｋ
 
　
∧
　
評
　
価
　



７年度 ８年度 ７年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 1,958 2,178 2,031 2,005 合計 2,030,987 円
需用費 49,692 円

財
　
源

特定財源 309 297 300 307 役務費 36,302 円
委託料 308,000 円

一般財源 1,649 1,881 1,731 1,698 使用料及び賃借料
1,636,993 円

職員人件費　② 307 478 413 423

総事業費（①＋②） 2,265 2,656 2,444 2,428

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ７年度特定財源名称

７年度までの累積事業費 0 行政財産目的外使用料
光熱水費実費徴収金

９年度以降の事業費見込 0 鉄道高架下倉庫等賃貸料

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和

Ｐ

８

　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　

年

∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事

度

　
業
　
概
　
要

総合計画

（

分野 教育文化

基本施策

令

歴史・文化・観光交流

和

施策体系
施策の内容 観

７

光交流の推進

目
　
　
　

年

的

　刈谷市及び衣浦定

度

住自立圏の活性化を目

評

指

主
た
る
内
容

〇オアシ

価

ス館刈谷の管理経費
し

）

、各観光施設の充実を

刈

図る。 〇万燈蔵、観光

谷

倉庫等の管理経費

位
置

市

づ
け

関連計画 第3次刈

事

谷市観光推進基本計画

務

根拠法令

対象者 対象者

事

を限定せず 事業期間 平

業

成３０年度 ～

実施方法

評

■直営　□委託　□指

価

定管理　□補助・助成

シ

　□その他

ート （様式１）

会

Ｂ
　
事

計

　
業
　
実
　
績

５年度実

名

績 ６年度実績 ７年度実

担

績 ８年度計画

・土地借

当

上げ料 ・土地借上げ料

部

・土地借上げ料 ・土地

市

借上げ料
・火災保険料

民

・火災保険料 ・火災保

活

険料 ・火災保険料
・電

動

気料 ・電気料 ・電気料

部

・電気料

・定住自立圏

一

担当者会議でオアシス

般

館刈谷の利用について

会

検討を行った。

成果

・

計

オアシス館刈谷で実施

観

している情報発信のた

光

めの展示内容が恒常化

施

している。

・今後は、

設

刈谷ハイウェイオアシ

等

ス内にあるという立地

管

上の特性を活かした展

理

示等の方策を検討する

事

必要がある。
課題

指標

業

名称（単位）
実績値 目

担

標値

５年度 ６年度 ７年

当

度 ８年度 １０年度

成果

課

オアシス館刈谷来場者

文

数（人） 525,80

化

0 430,800 48

観

1,500 490,0

光

00 500,000
指

課

標
活動
指標

　倉庫や施

款

設の規模等が異なるた

項

め、他市と単純に比較

目

することは難しい。
他

担

市との
比較検証

当係 観光係

7 1 2

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
５年度 ６年度



の観
　光情報発信事業案の決定

・「西三河ぐるっとナビ」で情報発信を継続したほか、西三河のあそびと食を通して魅力の再認識と誘客促進を目指し、

成果
飲食店・観光スポットを巡るデジタルスタンプラリーを実施し、交流人口の拡大を図った。

・定住自立圏の「観光情報発信事業」で、構成市町のおでかけスポット等を紹介し、圏域への誘客を促進するためのリー

フレットについて、テーマや掲載内容を決定した。

・情報発信サイトを有効に活用し、認知度の向上及び利用促進に取り組む必要がある。

・発信力の強化と周遊観光促進により交流人口を拡大する各取組を実施しているが、その効果の検証が不十分である。
課題

・合意形成に時間を要する。

・各市町で観光に対しての考え方が異なるため協議会としての方向性が定めにくい。

指標名称（単位）
実績値 目標値

５年度 ６年度 ７年度 ８年度 １０年度

活動 西三河広域観光推進協議会公式サイト閲覧数（件） 1,661,621 1,205,193 1,392,345 1,500,000 1,600,000
指標

指標
　近隣市町で共同で実施する事業であるため、他市と比較できない。

他市との
比較検証

Ｄ
　

Ｃ
　
事

　

　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位

　

：千円
５年度 ６年度 ７

Ｏ

年度 ８年度 ７年度

（決

　

算） （決算） （決算）

　

（予算） 事業費内訳

事

∧

業費　① 359 2,1

　

55 1,292 2,9

　

33 合計 1,291,

実

900 円
負担金、補

　

助及び

財
　
源

特定財源

　

0 1,145 0 1,0

施

38 交付金 1,291

　

,900 円

一般財源

　

359 1,010 1,

∨

292 1,895

職員人件費　② 1,611 1,433 2,067 2,117

総事業費（①＋②） 1,970 3,588 3,359 5,050

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ７年度特定財源名称

７年度までの累積事業費 0 衣浦定住自立圏構成市町負担
金

９年度以降の事業費見込 0

令和

Ｐ
　

８

　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧

年

　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事
　

度

業
　
概
　
要

総合計画
分

（

野 教育文化

基本施策 歴

令

史・文化・観光交流
施

和

策体系
施策の内容 観光

７

交流の推進

目
　
　
　
的

年

　広域的な視点での観

度

光施策の充実や地域の

評

主
た
る
内
容

○衣浦定住

価

自立圏の観光関連事業

）

に伴う経費
つながりを

刈

強め、地域活性化を目

谷

指す。 ○西三河広域観

市

光推進協議会の運営負

事

担金

位
置
づ
け

関連計画

務

第3次刈谷市観光推進

事

基本計画

根拠法令 西三

業

河広域観光推進協議会

評

規約

対象者 対象者を限

価

定せず 事業期間 平成２

シ

７年度 ～

実施方法 □直

ー

営　□委託　□指定管

ト

理　□補助・助成　■

（

その他

様式１）

会計名 担

Ｂ
　
事
　
業

当

　
実
　
績

５年度実績 ６

部

年度実績 ７年度実績 ８

市

年度計画

・西三河広域

民

観光推進協議会 ・西三

活

河広域観光推進協議会

動

・西三河広域観光推進

部

協議会 ・西三河広域観

一

光推進協議会
　サイト

般

「西三河ぐるっとナ 　

会

サイト「西三河ぐるっ

計

とナ 　サイト「西三河

広

ぐるっとナ 　サイト「

域

西三河ぐるっとナ
　ビ

観

」の運営及び充実 　ビ

光

」の運営及び充実 　ビ

推

」の運営及び充実 　ビ

進

」の運営及び充実
・西

事

三河広域観光推進協議

業

会 ・西三河広域観光推

担

進協議会 ・西三河広域

当

観光推進協議会 ・定住

課

自立圏「観光情報発信

文

　主催の「西三河ぐる

化

っと歴 　主催の「観光

観

カード」の作 　主催の

光

「西三河のあそびと 　

課

事業」での観光リーフ

款

レッ
　史スタンプラリ

項

ー」の実施 　成及び配

目

布 　食をまるっとスタ

担

ンプラ　 　トの作成及

当

び配布
・定住自立圏出

係

展等交流事業 ・定住自

観

立圏「観光情報発信 　

光

リー」の実施
　の実施

係

並びに令和6年度の　

7

　事業」での観光リー

1

フレッ ・定住自立圏出

2

展等交流事業
　観光情報発信事業案の決定 　トの作成及び配布 　の実施並びに令和8年度



を
他市との 行っており、その補助対象経費項目の中に、刈谷市民俗芸能啓発事業補助金と同様の経費が含まれている。
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
５年度 ６年度 ７年度 ８年度 ７年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 0 0 0 300 合計 0 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0

一般財源 0 0 0 300

職員人件費　② 230 239 248 254

総事業費（①＋②） 230 239 248 554

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ７年度特定財源名称

７年度までの累積事業費 0

９年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和８

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　

年

Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ

度

　
事
　
業
　
概
　
要

総合

（

計画
分野 教育文化

基本

令

施策 歴史・文化・観光

和

交流
施策体系

施策の内

７

容 文化財の保護・伝承

年

目
　
　
　
的

　無形民俗

度

文化財保存団体等の活

評

動を支援す

主
た
る
内
容

価

○無形民俗文化財の保

）

存団体等が国民文化祭

刈

ることで、先人がこれ

谷

まで培ってきた郷土の

市

　等の大会に出演する

事

経費に対する補助
文化

務

財の保存・伝承を図る

事

。

位
置
づ
け

関連計画 第

業

2次刈谷市文化振興基

評

本計画中間改定版

根拠

価

法令 刈谷市補助金等交

シ

付規則、刈谷市民俗芸

ー

能啓発事業補助金交付

ト

要領

対象者 無形民俗文

（

化財保存団体等 事業期

様

間 平成２２年度 ～

実施

式

方法 □直営　□委託　

１

□指定管理　■補助・

）

助成　□その他

会計名 担当部 市民

Ｂ

活

　
事
　
業
　
実
　
績

５年

動

度実績 ６年度実績 ７年

部

度実績 ８年度計画

・各

一

団体に芸能大会等のイ

般

ベ ・各団体に芸能大

会

会等のイベ ・各団体

計

に芸能大会等のイベ 

民

・各団体に芸能大会等

俗

のイベ 
  ントの情

芸

報提供   ントの情報

能

提供   ントの情報提

啓

供   ントの情報提供

発

・申請の事務補助 ・申

事

請の事務補助 ・申請の

業

事務補助 ・申請の事務

担

補助
・愛知県民俗芸能

当

大会に出場 ・愛知県

課

民俗芸能大会に出場
　

文

(野田雨乞笠おどり保

化

存会）

　県をはじめと

観

する補助金制度の情報

光

提供と申請手続きの補

課

助をすることで、本市

款

の文化財の保存・伝承

項

を図ることがで

成果
き

目

た。

　無形民俗文化財

担

の保存団体等へ制度の

当

周知を図っていく。

課

係

題

指標名称（単位）
実

文

績値 目標値

５年度 ６年

化

度 ７年度 ８年度 １０年

振

度

活動 出演支援回数（

興

団体） 1 0 0 1 1
指標

係

 
指標

　刈谷市を除く

1

碧海五市及び岡崎市、

0

豊田市では、無形民俗

5

文化財の保存団体等に

1

対して活動経費の補助



化

千円
５年度 ６年度 ７年

振

度 ８年度 ７年度

（決算

興

） （決算） （決算） （

係

予算） 事業費内訳

事業

1

費　① 0 242 230

0

500 合計 229,6

5

93 円
負担金、補助

1

及び

財
　
源

特定財源 0 242 230 500 交付金 229,693 円

一般財源 0 0 0 0

職員人件費　② 0 956 1,034 1,058

総事業費（①＋②） 0 1,198 1,264 1,558

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ７年度特定財源名称

７年度までの累積事業費 0 加藤与五郎顕彰科学教育振興
基金繰入金

９年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和８

Ｐ

年

　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　

度

∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事

（

　
業
　
概
　
要

総合計画

令

分野 教育文化

基本施策

和

歴史・文化・観光交流

７

施策体系
施策の内容 歴

年

史文化の普及・啓発・

度

活用

目
　
　
　
的

　野田

評

自治会が主催する加藤

価

与五郎博士顕彰

主
た
る

）

内
容

○加藤与五郎博士

刈

顕彰祭開催に対する補

谷

助
祭にかかる費用を支

市

援することにより、文

事

化
振興を図る。

位
置
づ

務

け

関連計画

根拠法令 刈

事

谷市補助金等交付規則

業

、加藤与五郎博士顕彰

評

祭開催事業補助金交付

価

要綱

対象者 野田自治会

シ

事業期間 令和６年度 ～

ー

実施方法 □直営　□委

ト

託　□指定管理　■補

（

助・助成　□その他

様式１）

会計名 担当

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

部

５年度実績 ６年度実績

市

７年度実績 ８年度計画

民

　 ・野田自治会への加

活

藤与五郎 ・野田自治会

動

への加藤与五郎 ・野田

部

自治会への加藤与五郎

一

　 　博士顕彰祭開催補

般

助 　博士顕彰祭開催補

会

助 　博士顕彰祭開催補

計

助
　
　
　　　――――

加

―――

　野田自治会が

藤

開催する加藤与五郎博

与

士顕彰祭にかかる費用

五

を補助することにより

郎

、歴史文化の継承につ

博

ながった。

成果

　加藤

士

与五郎博士顕彰祭は野

顕

田自治会が主催してい

彰

るため、継続して野田

祭

自治会が開催できるよ

開

うに支援を継続してい

催

く

必要がある。
課題

指

補

標名称（単位）
実績値

助

目標値

５年度 ６年度 ７

事

年度 ８年度 １０年度

活

業

動 加藤与五郎博士顕彰

担

祭の開催 ― 開催 継続開

当

催 継続開催 継続開催
指

課

標

指標
　市独自の事業

文

であるため、他市との

化

比較が難しい。
他市と

観

の
比較検証

光課

款 項 目 担当係

Ｃ
　
事
　

文

業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：



指標
　史跡の保有状況は各自治体によって異なるため、比較が難しい。

他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
５年度 ６年度 ７年度 ８年度 ７年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 4,697 5,464 4,894 4,940 合計 4,893,507 円
需用費 101,438 円

財
　
源

特定財源 10 10 10 19 役務費 9,115 円
委託料 4,773,560 円

一般財源 4,687 5,454 4,884 4,921 使用料及び賃借料 9,394 円

職員人件費　② 460 478 496 508

総事業費（①＋②） 5,157 5,942 5,390 5,448

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ７年度特定財源名称

７年度までの累積事業費 0 行政財産目的外使用料

９年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和

Ｐ

８

　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　

年

∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事

度

　
業
　
概
　
要

総合計画

（

分野 教育文化

基本施策

令

歴史・文化・観光交流

和

施策体系
施策の内容 文

７

化財の保護・伝承

目
　

年

　
　
的

　史跡を適切に

度

管理するとともに、文

評

化財を

主
た
る
内
容

○史

価

跡の維持管理及び剪定

）

等の管理委託
市内外へ

刈

向けて広報することで

谷

、文化財の保
護と啓発

市

普及を図る。

位
置
づ
け

事

関連計画 第2次刈谷市

務

文化振興基本計画中間

事

改定版

根拠法令 文化財

業

保護法、刈谷市文化財

評

保護条例

対象者 対象者

価

を限定せず 事業期間 令

シ

和元年度 ～

実施方法 ■

ー

直営　■委託　□指定

ト

管理　□補助・助成　

（

□その他

様式１）

会計名 担

Ｂ
　
事
　

当

業
　
実
　
績

５年度実績

部

６年度実績 ７年度実績

市

８年度計画

・椎の木屋

民

敷跡他の樹木剪定 ・椎

活

の木屋敷跡他の樹木剪

動

定 ・椎の木屋敷跡他の

部

樹木剪定 ・史跡の樹木

一

剪定
・椎の木屋敷跡、

般

お大の方由 ・椎の木屋

会

敷跡、お大の方由 ・椎

計

の木屋敷跡、お大の方

史

由 ・史跡の樹木管理
　

跡

緒の地、宮城道雄供養

管

塔、 　緒の地、宮城道

理

雄供養塔、 　緒の地、

事

宮城道雄供養塔、 ・史

業

跡の設備管理等
　宍戸

担

弥四郎碑、加藤与五郎

当

　宍戸弥四郎碑、加藤

課

与五郎 　宍戸弥四郎碑

文

、加藤与五郎
　生家跡

化

の樹木管理 　生家跡の

観

樹木管理 　生家跡の樹

光

木管理
・椎の木屋敷跡

課

の設備管理等 ・椎の木

款

屋敷跡の設備管理等 ・

項

史跡の設備管理等
・宮

目

城道雄供養塔の設備管

担

理
　等

　市が保有する

当

史跡を適切に管理する

係

ことで、文化財の保護

文

を図ることができた。

化

成果

　住宅に近接する

振

史跡が多く、近隣住民

興

からの苦情等があると

係

ケースごとに対応策を

1

検討する必要がある。

0

課題

指標名称（単位）

5

実績値 目標値

５年度 ６

2

年度 ７年度 ８年度 １０年度

活動 史跡管理数（箇所） 5 5 5 5 5
指標



興

記念館をＰＲすること

係

ができた。

　館内ガイ

1

ド以外にも、産業遺産

0

としての情報発信方法

5

を考える必要が生じて

2

いる。

課題

指標名称（

歴

単位）
実績値 目標値

５

史

年度 ６年度 ７年度 ８年

博

度 １０年度

活動 ガイド

物

ボランティア会員数（

館

人） 42 41 42 45 50
指標
成果 ガイド利用者数（人） 3,103 3,376 2,701 3,400 3,500
指標

　近隣市に類似の施設が無いため、比較が難しい。
他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
５年度 ６年度 ７年度 ８年度 ７年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 101 119 219 131 合計 219,440 円
需用費 118,580 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 10 役務費 860 円
委託料 100,000 円

一般財源 101 119 219 121

職員人件費　② 468 478 496 508

総事業費（①＋②） 569 597 715 639

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ７年度特定財源名称

７年度までの累積事業費 0

９年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和８年

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　

度

　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

（

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

総

令

合計画
分野 教育文化

基

和

本施策 歴史・文化・観

７

光交流
施策体系

施策の

年

内容 文化財の保護・伝

度

承

目
　
　
　
的

　施設来

評

館者に依佐美送信所の

価

歴史と展示機

主
た
る
内

）

容

○館内ガイド
器の機

刈

能や構造を学ぶ機会を

谷

提供し、無線通 ○依佐

市

美送信所関連資料の展

事

示
信への親しみと理解

務

を深め、貴重な産業遺

事

産 ○ガイドボランティ

業

アへの活動支援
として

評

の価値を後世に伝える

価

。

位
置
づ
け

関連計画 第

シ

2次刈谷市文化振興基

ー

本計画中間改定版

根拠

ト

法令  

対象者 対象者を

（

限定せず 事業期間 平成

様

２０年度 ～

実施方法 □

式

直営　■委託　□指定

１

管理　□補助・助成　

）

□その他

会計名 担当部 市民

Ｂ
　
事
　

活

業
　
実
　
績

５年度実績

動

６年度実績 ７年度実績

部

８年度計画

・ガイドボ

一

ランティアによる ・ガ

般

イドボランティアによ

会

る ・ガイドボランティ

計

アによる ・館内ガイド

依

利用者数
　館内ガイド

佐

実施日数 　館内ガイド

美

実施日数 　館内ガイド

送

実施日数 　　　　　　

信

　　　 3,400人

所

　　　　　　　　　　

記

 125日 　　　　　

念

　　　　　 128日

館

　　　　　　　　　　

ガ

 128日 ・来館者数

イ

　    　27,0

ド

00人
・館内ガイド利

事

用者数 ・館内ガイド利

業

用者数 ・館内ガイド利

担

用者数
　　　　　　　

当

　　 3,103人 　

課

　　　　　　　　 3

文

,376人 　　　　　

化

　　　　 2,701

観

人
・来館者数　   

光

 　24,249人 ・

課

来館者数　    　

款

26,435人 ・来館

項

者数　    　24

目

,615人

　ガイドが

担

あることで様々な目的

当

の来館者に対応するこ

係

とができ、好評価を得

文

ている。

成果
　広報媒

化

体から取材の申し込み

振

があり、依佐美送信所



Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
５年度 ６年度 ７年度 ８年度 ７年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 5,357 5,518 5,952 6,564 合計 5,951,726 円
需用費 748,598 円

財
　
源

特定財源 323 370 353 252 役務費 39,958 円
委託料 5,131,500 円

一般財源 5,034 5,148 5,599 6,312 使用料及び賃借料 23,670 円
負担金、補助及び

職員人件費　② 2,455 2,548 2,935 3,005 交付金 8,000 円

総事業費（①＋②） 7,812 8,066 8,887 9,569

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ７年度特定財源名称

７年度までの累積事業費 0 十朋亭使用料

９年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和

Ｐ

８

　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　

年

∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事

度

　
業
　
概
　
要

総合計画

（

分野 教育文化

基本施策

令

歴史・文化・観光交流

和

施策体系
施策の内容 文

７

化芸術による魅力づく

年

り

目
　
　
　
的

　十朋亭

度

を市民の憩いの場とし

評

て提供できる

主
た
る
内

価

容

○受付等業務委託
よ

）

う管理し、施設の環境

刈

を最適に保ち、文化 ○

谷

施設・設備管理
の向上

市

を図る。
　

位
置
づ
け

関

事

連計画

根拠法令 刈谷市

務

十朋亭条例、刈谷市十

事

朋亭条例施行規則

対象

業

者 対象者を限定せず 事

評

業期間 昭和４７年度 ～

価

実施方法 □直営　■委

シ

託　□指定管理　□補

ー

助・助成　□その他

ト （様式１）

会計名

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

担

５年度実績 ６年度実績

当

７年度実績 ８年度計画

部

・受付等業務委託 ・受

市

付等業務委託 ・受付等

民

業務委託 ・受付等業務

活

委託
・夜間受付等業務

動

委託 ・夜間受付等業務

部

委託 ・夜間受付等業務

一

委託 ・夜間受付等業務

般

委託
・施設保守点検業

会

務委託 ・施設保守点検

計

業務委託 ・施設保守点

施

検業務委託 ・施設保守

設

点検業務委託
・消防設

管

備点検業務委託 ・消防

理

設備点検業務委託 ・消

事

防設備点検業務委託 ・

業

消防設備点検業務委託

担

　年代を問わず、四季

当

を通じて会合、レクリ

課

エーション、休憩等で

文

多くの方の利用に供し

化

、文化の向上を図るこ

観

とができ

成果
た。

　市

光

有財産の有効活用の観

課

点から稼働率を上げる

款

ための施策を検討する

項

必要がある。

課題

指標

目

名称（単位）
実績値 目

担

標値

５年度 ６年度 ７年

当

度 ８年度 １０年度

活動

係

提供した時間区分数（

文

回） 335 356 34

化

5 380 420
指標

指

振

標
　類似の施設がなく

興

、比較が難しい。
他市

係

との
比較検証

10 5 9



年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和

Ｐ

８

　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　

年

∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事

度

　
業
　
概
　
要

総合計画

（

分野 教育文化

基本施策

令

歴史・文化・観光交流

和

施策体系
施策の内容 文

７

化芸術による魅力づく

年

り

目
　
　
　
的

　十朋亭

度

を市民の憩いの場とし

評

て提供できる

主
た
る
内

価

容

○エアコン取替工事

）

よう管理し、施設の環

刈

境を最適に保ち、文化

谷

の向上を図る。

位
置
づ

市

け

関連計画

根拠法令 刈

事

谷市十朋亭条例、刈谷

務

市十朋亭条例施行規則

事

対象者 対象者を限定せ

業

ず 事業期間 平成２８年

評

度 ～ 令和７年度

実施方

価

法 □直営　■委託　□

シ

指定管理　□補助・助

ー

成　□その他

ト （様式１）

会計

Ｂ
　

名

事
　
業
　
実
　
績

５年度

担

実績 ６年度実績 ７年度

当

実績 ８年度計画

・排水

部

管改修工事 　 ・エアコ

市

ン取替工事 　
　 　
　 　

民

　 　
　　　―――――

活

―― 　　　―――――

動

――

　改修工事施行に

部

より、施設の機能を維

一

持することができた。

般

成果

  

課題

指標名称

会

（単位）
実績値 目標値

計

５年度 ６年度 ７年度 ８

施

年度 １０年度

指標

指標

設

　類似の施設がなく、

改

比較が難しい。
他市と

修

の
比較検証

事業
担当課 文化観

Ｃ
　
事
　

光

業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：

課

千円
５年度 ６年度 ７年

款

度 ８年度 ７年度

（決算

項

） （決算） （決算） （

目

予算） 事業費内訳

事業

担

費　① 1,287 0 6

当

82 0 合計 682,0

係

00 円
工事請負費 6

文

82,000 円

財
　

化

源

特定財源 0 0 0 0

一

振

般財源 1,287 0 6

興

82 0

職員人件費　②

係

184 0 198 203

1

総事業費（①＋②） 1

0

,471 0 880 20

5

3

建
設
事
業

全体事業費

9

（単位：千円） 0 ７年度特定財源名称

７年度までの累積事業費 0

９




